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保育所等訪問支援　クレパス
公表日 　　　　　2025年　2月　28日

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点 工夫していると思う点・改善が必要だと思われる点など

1 訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。

4 0

利用児一人ひとりの発達段階・特性・興味を

事前に把握し、必要に応じて教具教材を準備

している。

教具教材の使用結果を記録・振り返りし、より効果的な

教材選定につなげていく。

新たな教材や支援方法について定期的に検討し、支援の

幅を広げていく。

個人の状況を把握した上で必要があれば準備する。子どもの発達段階・特性・興味を踏まえ、また訪問先の環境に

あった教材を選定している。・職員間で共有を行い、確認を行いながら適切なものを使用している。職員間で共有を

行い、確認を行いながら適切なものを使用している。

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。

4 0

複数の職員で担当体制を組み、個別支援が行えるよう

配慮している。

利用人数や利用児の状況に応じて、職員配置を調整し

ている。

訪問支援は担当者を明確にし、利用児の月間訪問回数

に合わせた計画的な配置を行っている。

職員間の情報共有をさらに強化し、急な変更

や多様なニーズにも対応できる体制づくりを

進める。

職員の経験や専門性を踏まえた配置を検討

し、支援の質の向上を図る。

法定人員の配置。問題なく適切である。複数の職員で担当をつくり訪問にあたっている。・個別で対応が出来るよう

に意識し、職員の配置を行っている。

・その日の利用人数に対して、職員の配置を適切に行うことが出来ている。訪問は担当者をそれぞれ決めて、利用児

の月の訪問日数に合わせて

訪問が出来るよう配置されている。

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)

に、広く職員が参画しているか。

4 0

職員一人ひとりが目標設定と振り返りを日常的に行

い、支援後の振り返りを次の支援計画に反映してい

る。

業務改善係を設置し、会議や朝礼などを通じて情報共

有を行い、全体で業務改善に取り組んでいる。

研修を実施し、職員全体が参加できる機会を確保して

いる。担当者が作成した計画書等の目標設定内容を、

個別支援会議を通して職員間で共有している。

PDCAサイクルの取り組み内容をより明確に

可視化し、全職員が改善の進捗を把握できる

ようにする。

振り返りの方法や共有の機会を定期的に見直

し、より実践的な業務改善につなげていく。

個人的に目標設定・振り返りを毎日行っている。支援後の振り返りを報告し、職員間で気づきや改善点を共有する機

会を設け、次の支援計画に反映している。・業務改善係をつくり、会議や朝礼などで情報を共有する場を設けてい

る。

・研修を行い、全体で参加できる機会を設けることが出来ている。担当者が計画書などで目標設定を行った後、個別

支援会議を通して

職員間で共有を行っている。

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設

けており、その内容を業務改善につなげているか。

4 0

保護者向け評価表やアンケートを通して、評

価表の内容は職員間で共有し、支援の進め方

や関わり方、説明方法の見直しにつなげてい

る。

評価結果をもとにした改善内容を整理し、保

護者へ分かりやすくフィードバックする方法

を検討する。

継続的に意見を収集し、より保護者のニーズ

に沿った支援・運営につなげていく。

確認し意向の把握を行っている。適宜業務改善委委員が確認・検討している。評価表の内容は職員間で共有し、支援

の進め方や関わり方、説明方法の見直しにつなげている。・アンケートを実施し、結果についても話し合いを行い、

全体で共有することで、改善に向けて協議出来ている。保護者からの意向や意見は会議などを通じて共有を行い、そ

れに沿っ

て業務改善につなげている。

5
従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改

善につなげているか 。

4 0

職員の意見を把握し、業務改善委員会にて確認・検討を

行っている。現場で感じた課題や工夫点を職員間で共有

し、支援方法や連携の在り方の見直しにつなげている。業

務改善ボックスを設置し、職員が意見を出しやすい環境づ

くりを行っている。日々の会議や打ち合わせの中で意見交

換の場を設け、改善に向けた協議を行っている。

職員から出た意見や提案について、対応状況

や結果をより分かりやすく共有していく。

意見収集の方法や頻度を見直し、より多くの

職員が参画できる体制づくりを進める。

職員の意見を把握し、業務改善委員会が確認・検討している。現場で感じた課題や工夫点を共有し、支援方法や連携

の在り方の

見直しにつなげている。・業務改善ボックスをつくり、職員が意見を言える環境作りが出来ている。

・日々の会議の中で、意見を共有し改善に向けた協議が出来ている。会議などで意見を出し合う場を設けている。

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげてい

るか。

4 0

社労士等による外部評価を受け、業務改善に取り組み、支援内容や

運営体制について客観的な視点を取り入れている。訪問支援の報告

等を通じて、学校や保護者の意見を伺う機会を設けている。

外部講師による研修や第三者の意見を取り入れ、必要に応じて改善

を行っている。保護者や学校に評価表を配布し、意見収集に努めて

いる。

外部評価の結果を整理し、職員全体での共有

をさらに進めていく。

評価結果を踏まえた改善内容を明確にし、継

続的な質の向上につなげていく。

社労士・コンサルテーションの評価を受け、業務改善を行っている。外部評価を受け、支援内容や運営体制について

客観的な視点からの

評価を取り入れるようにしている。・訪問支援の報告などを通して、学校や保護者の意見を伺ったり、研修での外部

講師など第三者の方の意見を聞く機会を設け、必要に応じて改善している。保護者や学校に評価表を渡し、お願いし

ている。

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等

で研修を開催する機会が確保されているか。

4 0

月１回、定期的に職員研修を実施し、実践に活かせる学び

の機会を確保している。研修後には報告書を作成・回覧

し、参加できなかった職員も内容を共有できる体制を整え

ている。研修内容について職員間で意見交換を行い、日々

の支援に反映できるよう工夫している。

研修内容を体系的に整理し、職員一人ひとりの経

験や役割に応じた学びにつなげていく。

研修で得た知識や気づきを、より継続的に支援の

質向上へ反映できる仕組みを検討する。

毎月の研修会を行っている。実践に活かせる学びの場を設けるようにしている。・月1回の研修を実施し、研修後は

報告書を提出し回覧することで、他の職員の意見も見れるようにしている。月に１度（第3土曜日)、職員研修が行わ

れている。

8

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護

者のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計

画を作成しているか。

4 0

個々の子どもに対して適切にアセスメントを行い、課題の整

理・分析を行った上で計画に反映している。保護者からの聞き

取りや日々の支援の中で得られる情報を踏まえ、子どもと保

護者双方のニーズを客観的に整理している。

日々の会議の中で子どもの様子を共有し、多角的な視点から

分析を行い計画を作成している。年２回、アセスメントとモニ

タリングを実施し、計画書の見直しを行っている。

アセスメント内容の記録方法を見直し、より

分かりやすく共有できるよう工夫する。

モニタリング結果を活用し、支援計画の精度

向上と継続的な見直しにつなげていく。

アセスメントを行い課題の分析を図る。計画への反映を行っている。保護者からの聞き取りからの情報を踏まえ、子

どもと保護者双方の

ニーズや課題を客観的に整理・分析している。・アセスメントを適切に行い、日々の会議のなかでも子どもの様子を

伺いながら、客観的に分析を行い計画を作成できている。年に2回、アセスメントとモニタリングを行い、計画書を

の作成を

行っている。

9

保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか 。
4 0

子どもの支援に関わる職員全員で情報共有を行い、計画作成に取り

組んでいる。職員が意見を出し合える場を設け、共通理解のもとで

協議を行っている。保護者からの聞き取りに加え、日々の会議の中

で職員の気づきや意見を反映し、子どもの最善の利益を考慮した検

討を行っている。

意見交換の内容をより整理・記録し、計画作成過程を明

確に残せるようにする。

多職種・多角的な視点をさらに活かせるよう、協議の進

め方を検討していく。

スタッフで情報共有をして計画の作成を行っている。子どもの支援に関わる職員全員が意見を出せる場を設けてい

る。・保護者からの聞き取りだけではなく、日々の会議のなかで職員の意見も伺いながら、共通理解のもとで協議を

行うことが出来ている。職員間での情報の共有は行っている。

10
保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等

と連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。

4 0

訪問先施設や担任等の意向を確認しながら、支援計画の策定を行っ

ている。

学校や施設と密に連携を図り、支援内容や目標にそれぞれの意向を

反映している。

訪問時には毎回担任と話し合いの機会を持ち、得られた意見を支援

計画の参考としている。

訪問先から得た意見の記録方法を整理し、計

画への反映状況をより明確にする。

連携のタイミングや方法を見直し、より円滑

な情報共有につなげていく。

訪問先の担任の意向を確認し計画の策定を行っている。関係する職員間で共有し、支援内容や目標について意向を盛

り込むようにしている。・学校や施設と連携を密に取りながら、それぞれの意向を盛り込みながら支援計画の作成を

行う事が出来ている。訪問時は毎回学校の担任と話を行い、意見などは参考にさせてもら

っている。

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。

4 0

作成した支援計画は職員間で共有し、計画に沿った支援が

行われるよう努めている。

日々の会議や個別支援会議を通して、支援内容や目標につ

いて確認・共有を行っている。

計画に基づいた支援が実施できるよう、職員間で常に話し

合いと工夫を行っている。

支援計画の内容をより分かりやすく共有でき

る仕組みを検討する。

実施状況の振り返りを定期的に行い、計画と

支援のずれが生じないようにする。

内容はスタッフ間で共有されている。職員間で共有し、計画に沿った支援が行われるように常に工夫を

行なっている。・日々の会議のなかで支援内容の話し合いを行い、計画に沿った支援が行えるようにしている。個別

支援会議等で支援についての計画の情報共有を行っている。

12

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォー

マルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマ

ルなアセスメントを使用する等により確認しているか。

4 0

日々の行動観察や個人記録など、インフォー

マルなアセスメントも併せて行い、子どもの

状況を多面的に把握している。

アセスメント結果は職員間で共有し、支援内

容や目標設定の見直しに活かしている。

会議の中で子どもの様子を職員全体で共有

し、継続的な確認を行っている。

検査結果等については、保護者から提供を受

け、支援に活用している。

アセスメント方法や使用ツールについて整理

し、より統一的な活用を図っていく。

アセスメント結果の記録や共有方法を見直

し、支援への反映をさらに明確にする。

施設が作ったアセスメントを主流として使用しているが、必要に応じて標準化されたツールも使用している。アセス

メント結果は職員間で共有し、支援内容や目標設定の見直しを行なっている。・日々の会議の中で、子どもたちの様

子を職員全体で共有するなど、適切に確認を行うことが出来ている。検査結果などは保護者に提供してもらってい

る。また、日常の個人

記録等も利用している。

13

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの

「保育所等訪問支援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な支

援内容が設定されているか。

4 0

保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等訪問支援の具

体的内容」を踏まえ、支援計画を作成している。

アセスメントやモニタリングを適切に行い、その内容をも

とに必要な支援を具体的に設定している。

訪問後には支援内容を振り返り、必要に応じて見直しを行

うことで、継続的な質の向上に努めている。

支援計画では、５領域を踏まえた具体的な支援内容を設定

している。

訪問先（学校・施設）との共通理解をさらに

深め、支援内容がより円滑に実施できるよう

工夫する。

ガイドラインの内容を改めて確認し、支援内

容の充実と精度向上につなげていく。

具体的支援に努めている。受け入れる側の学校等の理解が必要。支援内容は訪問後に振り返り、必要に応じて見直す

ことで継続的な質の向上につなげるようにしている。・支援計画をつくる中で、アセスメントやモニタリングを適切

に行い、内容を踏まえたうえで、必要な支援に対する具体的な支援内容などを設定している。保育所等訪問支援計画

では、５領域を踏まえての具体的な支援内容

を設定している。

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が

行われているか。

4 0

支援計画を職員間で共有し、計画に沿った支援を実施している。会

議だけでなく、いつでも確認できるよう計画書を所定の場所に保管

し、必要時に閲覧できる体制を整えている。

日々のミーティングの中で支援計画の内容を確認し、支援の方向性

がぶれないよう職員全体で共有している。

会議や打ち合わせの中で情報共有を行い、統一した支援を行ってい

る。

計画内容の共有が形式的にならないよう、具体的な支援

場面に即した振り返りを行う機会を増やしていく。

・新任職員や非常勤職員も含め、支援計画の理解度に差

が出ないよう説明や確認の機会をさらに充実させる。

・計画と実践のずれが生じていないかを定期的に評価・

見直しする仕組みを強化していく。

共有し計画に沿った支援を行なっている。会議だけでなく、いつでも内容を共有できるように計画書を棚に

入れておくようにしている。・日々の会議の中で、支援計画についての共有を職員全体で行い、適切に確認を行いな

がら支援を行う事が出来ている。会議などで情報共有を行い、支援を行っている。

15

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援

の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っ

ているか。

4 0

訪問前に支援内容を共有し、終了後は様子を報告す

ることで職員間で現状把握を行っている。

前日に翌日の活動内容を共有し、一日の流れを確認

している。

訪問予定について事前に共有し、見通しを持って準

備できる体制を取っている。

訪問前の打ち合わせにおいて、支援の具体的なねらいや

想定される対応方法まで踏み込んだ確認を行う。

役割分担をより明確化し、緊急時対応やイレギュラー時

の動きも事前に共有する。

支援後の振り返りを記録に残し、次回支援へ確実につな

げる仕組みを整える。

職員間での情報共有は出来ている。訪問前に支援内容を伝え、また終了後は様子を報告し職員間で現状を把握できる

ようにしている。・前日に翌日の活動内容について共有し、一日の流れを確認している。

・朝礼で、その日の活動を全体で共有し、それぞれの役割を確認できている。事前に訪問の予定の話は行っている。

これからは、支援などの内容

も合わせて確認を行うようしていきたい。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支

援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

4 0

支援後に振り返りを行い、気づきや課題を共有して

いる。

会議で検討し、内容を計画書や記録に残して全体共

有している。

訪問時の様子を報告し、次回支援に活かしている。

振り返りの時間をより確保し、具体的な改善

策まで明確にする。

共有内容を整理し、継続的な支援改善につな

げる仕組みを強化する。

振り返りで気づき、課題となったことに関しては共有・検討を重ねている。気づいた点を共有したのち、他の職員か

らの情報を得て次の支援に活かしていくようにしている。・会議で支援の振り返りを行い、振り返りの内容は計画書

やノートに残すことで、全体で共有出来るようにしている。訪問時の様子の報告は行っている。

17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重

して支援を行っているか。

4 0

事前に理念や支援方法を確認し、訪問先の方針を尊重した

支援を行っている。

訪問先と密に連絡を取り、情報共有を図っている。訪問

時・訪問後に担任等と意見交換を行い、統一した支援に努

めている。

訪問先との情報共有の機会をさらに充実させ

る。

支援方法のすり合わせをより具体的に行い、

連携を一層強化する。

尊重して行っている。事前にしっかりと理念や支援手法を理解し、支援に活かしていく

ように工夫している。・訪問先と密に連絡をとりあい、情報の共有を行いながら、訪問先の理念や支援方法を尊重し

た支援を心がけ、努めることが出来ている。担当者会議で学校の支援手法などについて話は聞いている。また、

訪問時や訪問後には担任と話を行い、意見を参考にさせてもらいながら同じ支援を行っていけるよう努めている。

18
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証・改

善に繋げているか。

4 0

毎回記録を作成し、会議で共有している。

詳細な記録を次回支援に活かしている。

保護者用記録や関係機関への報告書も作成し

ている。

記録をより簡潔に整理し、検証しやすい形式

へ工夫する。

記録を分析し、支援改善へ体系的につなげる

仕組みを強化する。

記録は毎回行なっている。こまかいところまで記録をとり、次回の支援に活かすように

している。・職員全体で申し送りを行い、日々の会議で共有しながら記録に残すことで、検証・改善に繋げることが

出来ている。記録は、保護者と事業所向けに個人記録を残している。また、別に

報告書も作成し、関係機関へ提出している。

19

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保

育所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを

行っているか。
4 0

定期的にモニタリングを実施し、保護者や訪

問先の意向を確認している。

計画の見直しを行い、関係者と情報共有しな

がら支援の統一を図っている。

意向確認の機会をさらに充実させ、見直し内

容をより具体的に反映できる体制を整える。

記録を活用し、計画変更の根拠を明確にして

いく。

定期的なモニタリングを行なっている。モニタリングにて保護者の意向をしっかりと聞き取り、そのうえで計画書の

見直しを行なうようにしている。・モニタリングを定期的に行い、計画の確認と見直しを行うことが出来ている。訪

問前や後に、保護者と連絡を取るようにしている。学校訪問時に

担任に子どもの様子を聞き、同じ支援が出来るよう情報共有を行っている。

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
4 0

児童の状況を把握している担当職員が会議に参加し

ている。日々支援に関わる職員が情報を共有し、一

貫した支援に努めている。

会議内容を事業所内でより丁寧に共有し、全職員の理解

を深める。

事前準備を充実させ、より具体的な提案ができるように

する。

各担当者が出向き会議に参加している。子どもの支援に関わることの多く、状況を把握している職員が会議に参加す

るようにしている。・日々の活動の中で支援の現場に入っている職員が参加している。子どもの訪問や計画を行って

いる担当者が参加をしている。
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21

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保

育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えている

か。

4 0

学校や関係事業所と連絡を取り、情報共有

を行っている。

連携内容を職員間で共有し、支援の一貫性

を意識している。

医療・教育機関との連携をさらに強化し、相

談・協議の機会を増やす。

役割分担を明確にし、より主体的に連携を図

れる体制を整える。

連携は一部のみとなっているが、どう介入して良いのか分からない時がある。教育などは介入しずらい雰囲気があ

る。連携内容は職員間で共有し、訪問支援に一貫性がもてるように工夫している。・定期的に話し合いををする場を

設けることで連携を図るように

している。学校やその子が利用している放課後ディサービスの担当者とも連絡を

とっている。

22
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間

で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

4 0

就学時に支援内容の情報提供を行い、必要に

応じて学校と共有している。

訪問時に担任と情報交換を行い、支援の方向

性を合わせるよう努めている。

学校との連携方法をより明確にし、相互理解

を深める機会を増やす。

移行期における情報共有の仕組みをより体系

化する。

情報提供は行なっている。学校との相互理解は各学校による。拒否的なところもある。関係事業者と情報共有を行な

い、相互理解のもと支援を行なって

いる。・必要に応じて、情報共有を行うことで相互理解を図ることが出来ている。訪問時は毎回学校の担任と話を行

い、意見などは参考にさせてもら

っている。

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

4 0

外部研修に参加している。

月1回の研修を実施し、内容を報告・共有して

職員全体の質向上に努めている。

研修内容を実践により具体的に反映させる仕組み

を強化する。

専門機関との継続的な連携をさらに充実させる。

助言を受け外部研修を受けている。外部研修を受講をする機会があり、専門家や専門機関等から助言を

受けるようにしている。・月1回の研修を実施し、研修後は報告書を提出し回覧することで、他の職員の意見も見れ

るようにしている。月1回の研修を実施し、外部研修にも積極的に参加している。

24
(自立支援)協議会子こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ

積極的に参加しているか。
1 3

積極的な参加は出来ていない。 開催情報を積極的に収集し、計画的に参加できる体制を

整える。

地域とのつながりを広げ、参画の機会を増やしていく

いつどこで行われているのか、どう参加して良いのか分からない。得られた情報を支援に活かすようにしている。・

機会があれば参加したい。これからは積極的に参加できればと考える。

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況

や課題について共通理解を持っているか。

4 0

送迎時や面談で子どもの様子を伝え、共通理

解を図っている。

保護者が相談しやすい関係づくりを心がけて

いる。

発達状況や課題をより具体的に共有し、記録

としても整理していく。

定期的な面談機会をさらに充実させる。

保護者とのコミュニケーションは積極的に行なっている。訪問時や支援後に、子どもの様子や変化をわかりやすく保

護者に

伝える機会を設けている。・送迎時に様子を伝えたり個別で面談を行うことで、共通理解を持ちながら、保護者の方

が話しやすい環境をつくることも心がけている。送迎時に様子を伝えたり、面談を通じて共通理解を持てるよう心が

けている。

26

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プロ

グラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修

の機会や情報提供等を行っているか。
4 0

家族向け研修を実施し、家庭で実践しやすい

関わり方を伝えている。

面談や保護者会を通して情報共有を行ってい

る。

参加しやすい形での研修開催や情報提供方法

を工夫する。

継続的な家族支援の仕組みを強化する。

年に一度は実施できるようにしている。研修の情報提供も行っている。日常の支援場面をもとに、家庭でも実践しや

すい関わり方や声かけの工夫を具体的に伝えている。・個別面談や保護者会を行うことで、情報の共有や個別での対

応が出来るように工夫している。面談や保護者会を行い、情報の共有や個別での対応が出来るように工夫している。

27 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。
4 0

契約時に丁寧な説明を行い、内容を職員間で

統一している。

説明内容の確認機会を設け、理解度をより丁寧に

確認する。

変更点があった際の周知方法を明確にする。

契約時に行なっている。説明内容は職員間で共有し、説明にばらつきが出ないように統一している。・契約時に丁寧

な説明を行っている。契約時に説明を行っている。

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切

に説明を行っているか。

4 0

事業の趣旨や訪問支援の目的を説明し、担任

と情報共有を行っている。

継続的に連絡を取り、信頼関係の構築に努め

ている。

学校ごとの理解度に差が出ないよう、説明方

法を工夫する。

事業内容の周知をより体系的に行う。

適宜説明は行なっているが、受け入れるかは各学校による。説明後も質問や相談を受け付け、継続的な信頼関係の構

築につなげて

いる。・密に連絡を取りながら、情報を共有し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に説明を行う事が出来

ている。担任の先生とは連絡を取りながら、情報を共有し、訪問支援の目的等について説明を行う事が出来ている。

29

保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか 。

4 0

計画作成前に保護者の意向や困り感を丁寧に

聞き取っている。

面談やモニタリングを通して定期的に確認し

ている。

子ども本人の意向確認の方法をさらに工夫す

る。

意向を計画により具体的に反映させる。

意向確認は必ず行なっている。計画作成前に、保護者から子どもの様子や希望、困り感を丁寧に聞き

取る機会を設けている。・送迎時や個別の面談、担当者会議などで意向を聞き、確認する機会をつくっている。年２

回のモニタリングとアセスメントを行っている。また、訪問後

など、保護者と話をする機会を作っている。

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。

4 0

計画書を示しながら丁寧に説明し、同意を得てい

る。

専門用語を避け、分かりやすい説明を心がけてい

る。

説明後の理解度確認をより丁寧に行う。

変更時の再説明を確実に実施する。

計画書の説明を行い同意を得ている。説明時は、専門用語は避けて保護者が理解しやすい言葉で丁寧に説明

するよう心がけている。・支援内容について、保護者に直接対面で説明を行い、同意を得ている。計画書を作成した

際に、説明を行い同意のサインをもらっている。

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、必要な助言と支援を行っているか。

4 0

送迎時や面談で相談に応じ、具体的な助言を

行っている。

保護者の気持ちに寄り添った対応を心がけて

いる。

定期的な相談機会をより計画的に設ける。

相談内容を記録し、継続支援に活かす。

相談には応じている。必要に応じて面談の機会を作っている。面談の場では、保護者の気持ちに寄り添いながら、家

庭で実践しやす

い具体的な助言や支援を行なっている。・送迎時などに情報を共有し、必要に応じて個別の面談を行うなど、適切な

支援を行うことが出来ている。送迎時などに情報を共有し、必要に応じて個別の面談を行うなど、適切な支援を行う

ことが出来ている。

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。

また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしてい

るか。 4 0

定期的に保護者会を開催し、情報共有や交流

の場を設けている。

参加が難しい家庭にも配慮した関わり方を工

夫している。

きょうだい同士の交流機会をさらに充実させ

る。

オンライン等も活用し、参加しやすい形を検

討する。

保護者会は定期的に実施している。参加が難しい家庭にも配慮し、無理のない関わり方や情報共有の

方法を工夫している。・保護者会を行うことで、情報を共有したり、保護者同士の交流の場を適切に設けることが出

来ている。保護者会を行うことで、情報を共有を行い、保護者間の交流の場を設けることが出来ている。

33

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備

するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった

場合に迅速かつ適切に対応しているか。
4 0

相談しやすい雰囲気づくりを心がけ、迅速な

対応に努めている。

職員間で情報共有し、適切に対応している。

相談窓口や対応手順をより明確に周知する。

対応内容を記録し、再発防止や改善に活か

す。

迅速な対応を心掛けている。日頃から相談しやすい雰囲気づくりを心がけ、早急に声を上げてもらえる関係づくりを

行なっている。・職員間でも情報を共有し、連絡を迅速に取りながら適切に対応することが出来ている。職員間でも

情報を共有し、連絡を取りながら適切に対応出来ている。

34

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発

信しているか。

3 1

SNSやブログ、月1回のカレンダー等で情報発

信を行っている。

公式LINE等を活用し、連絡体制を整えてい

る。

保育所等訪問支援に特化した情報発信を強化

する。

発信内容の計画化と更新の継続性を高める。

発信は方デイとともに行なっている。保育所等訪問に関してのSNS発信はまだ行なっていないため、必要な

情報を知らない人にも伝えていけるように計画していきたい。・フェイスブックやインスタグラムを活用し、週1回

のブログ更新を行って、情報を発信している。

・月1回カレンダーを発行し、デイロボやLINE等を活用し、情報を伝えている。SNSを活用し、週1回のブログ更新

を行って、情報発信を行っている。また、月1回カレンダーを発行し、デイロボやLINE等を活用し、活動などの情報

を伝えている。

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

4 0

取扱いルールを定期的に周知し、職員間で徹底している。

施錠可能な書庫での保管やPCセキュリティ強化を行ってい

る。

定期的な内部点検や研修の実施を継続する。

情報漏えい防止マニュアルの明確化を図る。

十分な注意を行なっている。個人情報の取り扱いについてのルールを定期的に行なうことで、職員

間で周知・徹底をしている。・鍵のかかる書庫で個人情報の保管を行ったり、パソコンのセキュリティを強化するな

ど、十分留意している。施錠が出来る書庫に保管をしている。

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配

慮をしているか。

4 0

本人・保護者の思いをくみ取る姿勢を大切に

している。

LINEやデイロボを活用し、迅速な情報共有を

行っている。

個々の特性に応じた伝達方法の工夫をさらに

充実させる。

伝達内容の振り返りや確認体制を強化する。

配慮は行なっている。意思の表出を大切にし、子どもや保護者の思いをくみ取る姿勢を大切

にしている。・LINEやデイロボを活用し、情報伝達を迅速に出来るように配慮している。LINEやデイロボを活用

し、情報伝達には配慮を行っている。

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整

え、必要な助言や支援を行っているか。

4 0

訪問先からの相談に適切に対応できる体制を

整えている。

申し送りや全体会議で情報共有を行ってい

る。

相談内容の記録・分析を行い、支援の質向上

に活かす。

緊急時の対応フローをより明確にする。

相談等には適切に応じている。適切な体制を整え、訪問先からの相談等に応じ支援に活かすように

している。・訪問先からの相談等について、担当だけでなく全体で共有できるように申し送りや全体会議を行い、適

切に対応できる環境を整えることが出来ている。訪問先からの相談等について、担当だけでなく全体で共有できるよ

うに申し送りや全体会議を持てている。

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを

行っているか。

4 0

可能な範囲でカンファレンスを実施し、情報

共有や課題整理を行っている。

担任と話す時間を設け、実施後の振り返りを

行っている。

多忙な施設でも実施できるよう、短時間・書

面等の代替方法を検討する。

カンファレンス内容の記録を充実させる。

カンファレンスに応じる学校もあれば忙しくてできないと拒否されることもある。実施後に改めて様子についてや気

になったことを話す場をつくっている。

・適切にカンファレンスを行う事で、情報の共有や次回の課題についてなどの話を行う事が出来ている。担任の先生

と話をする時間は作っている。

39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有

を行っているか。
4 0

実施当日に送迎時や電話で内容を共有しや報

告書の作成をしている。

必要に応じて個別面談を行っている。

共有方法を統一し、確実に伝わる体制を整える。

保護者からのフィードバックを支援に活かす。

支援内容の共有を行なっている。実施後、その日のうちに送迎時に支援内容を適切に伝えている。・送迎時などに情

報を共有するだけでなく、必要に応じて個別の面談を行いながら、支援内容等の共有を行う事が出来ている。訪問後

に電話で様子を伝え、報告書を作成し渡している。

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

4 0

定期確認を行い、個人情報保護の意識向上に努めて

いる。

施錠書庫での保管やPCセキュリティ対策を徹底し

ている。

内部点検や研修を継続的に実施する。

緊急時対応マニュアルを再確認する。

十分注意して取り扱っている。定期的に確認を行ない、個人情報保護への意識を高めている。・鍵のかかる書庫で個

人情報の保管を行ったり、パソコンのセキュリティを強化するなど、十分留意している。鍵のかかる書庫で個人情報

の保管を行っている。

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専

門的な助言を行っているか。

4 0

日頃から様子を共有し、信頼関係の構築に努

めている。

申し送りや会議で情報共有し、組織的に助言

している。

助言内容を記録し、継続的支援につなげ

る。

専門性向上のための研修機会を充実させ

る。

信頼関係が築ける施設との連携は行なえている。学校送迎時などで、学校での様子を聞くなどで信頼関係を築けるよ

う

に配慮を行なっている。・訪問先からの相談等について、担当だけでなく全体で共有できるように申し送りや全体会

議を行い、適切に対応できる環境を整えることで、信頼関係を築きながら助言を行うことが出来ている。訪問先から

の相談等について、担当だけでなく全体で共有できるように申し送りや全体会議を行い、信頼関係を築きながら助言

を行うことが出来ている。

42

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施しているか。
4 0

各種マニュアルを策定し、職員・家族へ周知

している。

マニュアルに沿った定期的な訓練・研修を実

施している。

訓練内容の振り返りと見直しを継続する。

家族への周知方法をさらに分かりやすく工夫

する。

マニュアルは放課後デイ部門と同様に策定し周知している。家族に対しても必要な内容をわかりやすく伝え、安心し

て利用できるよう配慮している。・マニュアルを作成し、マニュアルに沿った定期的な訓練や研修を行うことが出来

ている。マニュアルを作成し、マニュアルに沿った定期的な訓練や研修を行うことが出来ている。

43

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な

措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われている

か。
4 0

安全計画を作成し、定期的な研修・訓練を実

施している。

職員が安全意識を持って支援できる体制を整

えている。

安全点検の記録を活用し、改善につなげる。

緊急時対応の実践力向上を図る。

放課後デイ部門と同様に研修訓練を行ない、安全管理に努めている。安全計画を作成したうえで、定期的に研修や訓

練を行なっている。・安全管理に必要な研修や訓練を定期的に行い、職員が常に安全に意識を持ちながら支援が行え

るように努めることが出来ている。安全管理に必要な研修や訓練を定期的に行い、安心・安全を意識しながら支援が

行えるように努めることが出来ている。

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策につい

て検討をしているか。

4 0

安全委員会を設置し、ヒヤリハット・アクシ

デント事例検証と共有を行っている。

再発防止策を職員間で検討している。

事例分析を体系化し、傾向把握に活かす。

共有内容を支援改善により具体的に反映させ

る。

放課後デイ部門と同様に検討を行なっている。ヒヤリハット委員会を設置し、内容を職員間で話し合い事故再発防止

対策に努めている。・ヒヤリハット事例について、係りをつくり事例検証を行い、職員間で共有することで、再発を

防止するよう努めることが出来ている。ヒヤリハット事例について、係をつくり事例検証を行い、職員間で共有する

ことで、再発を防止に努めている。

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応

をしているか。

4 0

虐待防止委員会を設置し、定期研修を実施し

ている。

日々の状況把握を行い、意識向上に努めてい

る。

セルフチェック等を取り入れ、早期発見体制

を強化する。

外部研修への参加も検討する。

放課後デイと同様に研修を設け適切な対応ができるようにしている。委員会を設置し、定期的に研修を行なうことで

適切な対応ができるようにしている。・虐待防止委員会をつくり、日々の状況把握を行い、定期的な研修を行うこと

で、職員の意識づくりと適切な対応を学ぶ機会を設けることが出来ている。虐待防止委員会をつくり、日々の状況把

握を行い、定期的な研修を行っている。

46

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的

に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上

で、児童発達支援計画に記載しているか。

4 0

身体拘束対策委員会を設置し、基準・手順を

明確化している。

事前説明と計画書への記載を徹底している。

拘束に至らない代替支援の検討を継続する。

実施状況の定期的な点検・評価を行う。

身体拘束の適正化は事前の説明を行い計画書への記載も行っている。身体拘束対策委員会を設置し、身体拘束に関す

る基準や手順を定め、組織として慎重に検討・決定する体制を整えている。・身体拘束防止委員会をつくり、定期的

な研修を会社全体で行うことで、適切な対応を学ぶ機会を設け、保護者にも文章等で伝えることが出来ている。身体

拘束防止委員会をつくり、定期的な研修を会行っている。また、保護者にも文章等で伝えることが出来ている。
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